
『世界一周の誕生』を書

き上げた園田英弘氏は、半

年間をメルホルンで過 0し

た。その帰朝報告と して、

地球を東西に横断するので

はな く、南北に縦断する体

験の意味を考察する話題が

提供 された。世界一周航路

の確立は 19世紀後半の出来

事だが、南半球に行 つてみ

ると、北回廊の大平洋横断

航路のほかに、南回 り回廊

の存在が見えてきた。それ

はカナデ ィアン ・パシフ ィ

ック鉄道によつて北米大陸

を ヴ ァンク ーウ ァーに至

り、そこか らハ フイを経由

し、シ ドニ ー、シンガポ ー

ルに至 る回廊であ り、大英

、帝 国 の世 界 支 配通 路 だ つ

た。同時期に発達 した電信

網 も、一端戦争状態が勃発

すれ
`ま
保守管理が極度に困

難な陸上 よりも、む しろ海

底ク
~―
プルに禾u点がある。

この観点か らも、南回廊の

戦 略 的 意 義 は無 視 で きな

い 。

とともに帆船航海の末期

にお いては、英国か ら南極

を周回 して、オ ース トラ リ

アに到達する航路が確立 さ

れ、航海 日数が、それ まで

の 200日 か ら70日 へ と大幅

に短縮 された。西風皮流を

利用 したこの航路で便利な

のが、南部のメルボルン。

一方 、東海岸のシ ドニ ーは、

昨年人気を博 したアニメ映

画 『ニモ』で息子を捜す親

魚が辿 つた道筋か らも知 ら

れるとお り、赤道か ら高速

で下 つて くるオ ース トラ リ

ア海 流 の恩恵 を受 け て い

る。メルボル ンとシ ドニ ー。

距離に して 1000キ ロを隔て

る、これ ら両都会の覇権争

いは、ひ ょっとすると、航

海に利用 されたこの海流の

違 いによつて説明できるの

では、とい うのが園田仮説。

首都 にキ ャンベラが選

`ま

れ

たのは、い うまでもな く両

者の中間地帯による均衡を

意図 してのことである。

世界一周に関 してもく南

半球の発想は異なる。東西

に重 きを置き、太平洋、大

西洋の横断を念頭 に置 くの

が北半球の発想だ。それ と

0ま違 つて、瑠 半球か らいか

に して往復 と異な つた大陸

を経由 して欧州 (とりわけ

ロン ドン)に 到達するかを

軸 とす る南 北 主 義 の 発 想

が、南半球の旅行会社には、

今 日なお根強 く残 る。

これにコメ ン トを加えた

ア レ ック ス ・ベ ネ ッ ト氏

はニ ュージーラン ド出身。

母国ιま North lsland、 South

lslandからな るが 、西隣 に

`よ
Mouth lslandとあだ名 さ

れる、 日うるさい国が控え

ている。欧州でのかつての

Grand Tourの 南半球版 とい

えるThe Great OE(OverSea

Expe五 encc)が 社会的な通過

儀 礼 とな つて い る故 国 で

は、世界の対臆点に等 しい

宗主国イギ リスは、水 くさ

い社会 と毛嫌いされ、最近

ではvisaの取得が 困難 にな

つたせいもあ り、 目的地 も

日本 を合 むアジアヘの人気

が高 まつた。英会話教室 ノ

ヴ ァの先生 には、実はニ ュ

ージーラン ド人が多 くて、

米語でな く「正 しい」英語 を

教 えているのは、 まことに

慶賀すべ きことだ。その反

面、ニ ュージーラン ド人に

は POMす なわち Pttoncr

of Mother(Eng)landと い う

劣等 コンプ レックスが根強

く、 Jヒ方 行
`よ
up、 南 行 ιよ

downと 表記 され る価 値 観

に反発 して、南を上 に した

地図を掲ける運動は、オ ー

ス トラ リア共 々、南半球で

は社会的に広が つている。

だが、単純に LFを 逆 さま

に しただけでは、一方の優

位 を主張 したい価値観 その

ものは止揚 され まい.

表題の 「季差」の発案者、

テモテ ・カ ーン氏か らは、

こオ■をseasonallagと言尺すの

には抵抗 もあ るが 、 lagと

いわれて、南が遅れている

と解釈する必然はな い、 と

のこ意見。園田氏か らは東

西軸ではな く南北軸を左右

にとつた世界地図が提唱 さ

れた。オ ース トラ リアのヒ

ュー・クラ ーク先生か らは、

「Go Wcst」 |こιよ田舎↓ご予

くというニ ュアンスのある

ことも確認 され、世界の西

北の果てに位置づけ られ る

大英帝国の首都への、潜在

的かつ両義的な感覚の可能

性 も示唆 された。地球縦断

の文明学 を確立するために

は、地勢的条件 に左右 され

る人 々 の 心 理 学 も必 要 と

は、全体 を総括 しての浜 口

恵俊名誉教授の 0指 摘。 日

本 語 の タ テ ヨ コが 英 語 の

hoHzonta1/vcrticalと 0まう暑F彗

の分類枠 であることも、園

田氏が確認 した。

南半球 と北半球 で一方の

体 llFを利用 して他方へ と季

節移動 を繰 り返す と、冬ば

か りの生活を した り、夏ば

か りの数年を送 つた りする

ことに もな る。時差 とは又

異な つたこの地球体験 を、

ひとつの文明学へ と練 り上

げるのは、将来の課題 だろ

うか。想 えば第 1次 南極越

冬隊長 を務めた西堀栄三郎

は、その晩年、縦軸の世界

一周が未開拓 であることに

気づ いて、 日本隊 によるそ

の一番乗 りを計画 した。オ

ース トラ リア もまた、 日本

との通商関係の拡大を視野

に入れ、経度 を共有す る隣

人 とい うコピーを流 した経

緯 もある。 日本や中国にお

ける南天群星へのあ こがれ

も、今 日 (なお ′)そ の名

で人気 を博 しているウ ォー

カル・グル ープ に至 るまで、

その情緒の連綿 を辿 る文 イヒ

史的系譜 を探 つてみ る余地

力
'あ
りそ うだ。

*国際日本文化研究センター。第

114回木曜セミナーに取材した。司

会者として文責は稲賀にある。
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「季差の視角―地球縦断の文明学提唱への前哨」『図書新聞』 2681号、2004年6月1日




